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こ
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
、
明
暦

年
間
（
ニ
ハ
五
五
〜
一
六
五
七
）
、

寺
の
本
堂
再
建
の
記
念
と
し
て
植

え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
昭
和
2
3
年
、
北
側
に
あ
っ
た

本
堂
が
焼
け
た
際
、
木
の
一
部
も

焼
け
、
ま
た
、
年
々
枯
れ
た
部
分

も
多
く
な
り
、
樹
勢
が
衰
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
定
期
的
に
腐
れ
止
め
や
肥
料
な

ど
を
施
し
、
大
切
な
財
産
と
し
て

守
り
、
残
っ
て

鑑
い
る
枝
に
は
、

毎
年
、
見
事
な

花
を
着
け
て
い

ま
す
」
（
昭
和
32

年
8
月
3
0
日
、

県
指
定
天
然
記

念
物
）
。

「祥雲寺のシダレザクラ」

東戸祭1丁目安藤明之さん

・
飯
鉦
、

覇

＜
昭
和
n
年
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
。
当
時
桜
の
北
側
に

あ
っ
た
本
堂
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
、
写
真
の
右
側
の

太
い
樹
の
部
分
が
今
は
な
い
。
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